
戦
後
79
年
を
経
て
、
被
爆
を
体

験
し
た
人
が
年
々
減
っ
て
お
り
、

被
爆
の
実
相
を
語
り
継
ぐ
「
語
り

部
」
が
必
要
で
す
。
三
日
間
の
世

界
大
会
の
中
で
、
被
爆
者
や
そ
の

思
い
を
引
き
継
い
だ
語
り
部
か

ら
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
、
そ
の

悲
痛
な
体
験
が
相
次
い
で
出
さ
れ

ま
し
た
。

閉
会
総
会
で
話
し
た
朴
貞
順
さ

ん（
韓
国
原
爆
被
害
者
）は
、
被
爆

後
、
わ
ず
か
な
手
持
ち
で
家
族
で

韓
国
に
帰
国
。
原
爆
の
影
響
で
両

親
は
体
が
悪
く
、
自
身
が
家
計
を

支
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、朝
鮮
戦
争
が
始
ま
り
、父

を
失
っ
た
と
話
し
、「
戦
争
、
核
は

な
く
し
て
い
き
た
い
。
被
害
は
私

の
代
で
お
し
ま
い
に
し
て
ほ
し

い
」と
力
を
込
め
て
訴
え
ま
し
た
。

被
爆
の
実
相
を
聞
く
分
科
会
で

発
言
さ
れ
た
被
爆
2
世
の
方
は
、

子
ど
も
を
無
脳
症
で
失
っ
た
こ
と

を
、
妻
は
語
り
部
と
し
て
語
っ
て

い
る
と
紹
介
し
ま
し
た
。
高
校
生

3
0
0
人
の
感
想
文
が
寄
せ
ら

れ
、「�
こ
の
子
の
死
に
光
が
当
た

っ
た
�
と
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
い

る
。
こ
う
い
う
語
り
を
若
い
世
代

に
引
き
継
い
で
ほ
し
い
。
今
日
の

聞
き
手
は
、
明
日
の
語
り
部
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。新

婦
人
愛
知
の
長
谷
川
真
理
子

さ
ん
は
、
原
爆
の
手
記
を
読
み
、

「
こ
の
人
た
ち
の
声
に
耳
を
す
ま

せ
て
い
こ
う
。
周
り
に
伝
え
て
い

こ
う
」
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
い

ま
す
。
戦
争
美
化
の
歴
史
教
科
書

採
択
を
食
い
止
め
た
と
話
し
、「
み

ん
な
が
つ
な
が
れ
ば
、
社
会
や
政

治
を
動
か
す
大
き
な
力
に
な
る
。

被
爆
者
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
い

ろ
ん
な
世
代
と
力
を
合
わ
せ
て
核

兵
器
を
な
く
て
い
き
た
い
」
と
発

言
し
ま
し
た
。

日
本
原
水
協
は
、
２
０
２
４
年
８
月
４
日
〜
６
日
に
原
水
爆
禁
止
２
０

２
４
世
界
大
会
・
広
島
を
広
島
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。
５
日
に
分
科
会

を
挟
み
な
が
ら
、
４
日
の
開
会
総
会
は
、
３
２
０
０
人
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
８
０
０

人
）、
６
日
の
閉
会
総
会
は
３
７
５
０
人（
同
１
２
５
０
人
）の
参
加
で
、

核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
、
被
爆
者
と
と

も
に
、
声
と
行
動
を
広
げ
て
い
く
決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

署
名
推
進
の
意
思
統
一

7
月
30
日
、
「
介
護
保
険
制
度

の
抜
本
改
善
、
介
護
従
事
者
の
処

遇
改
善
を
求
め
る
請
願
署
名
」
の

キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
、
4
5
0
人
以
上
が

参
加
を
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
、

全
日
本
民
医
連
の
林
泰
則
事
務
局

次
長
よ
り
介
護
保
険
制
度
を
め
ぐ

る
情
勢
学
習
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

各
地
の
取
り
組
み
と
し
て
大
阪
社

保
協
か
ら
「
高
す
ぎ
る
大
阪
の
介

護
保
険
料
の
実
態
と
た
た
か
い
」、

長
野
県
社
保
協
か
ら
「
訪
問
介
護

の
基
本
報
酬
引
き
下
げ
撤
回
の
た

た
か
い
」
の
2
本
の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
医
労

連
の
寺
田
雄
中
央
執
行
委
員
が
行

動
提
起
を
行
い
、
「
介
護
に
携
わ

る
当
事
者
の
実
態
を
伝
え
る
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
」
な
こ
と
を
強

調
し
、
①
介
護
署
名
を
積
み
上
げ

る
②
自
治
体
決
議
③
署
名
紹
介
、

国
会
質
問
を
地
元
国
会
議
員
に
要

請
③
全
国
で
大
規
模
宣
伝
の
4
点

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
が
運
動
で
押
し
返
し
た

「
介
護
利
用
料
2
割
負
担
の
対
象

拡
大
」「
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
」

「
要
介
護
1
・
2
の
生
活
援
助
な
ど

保
険
外
し
」
な
ど
の
大
改
悪
が
再

び
狙
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

署
名
は
、
全
体
で
50
万
筆
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
介
護
す
る
人

・
受
け
る
人
が
と
も
に
大
切
に
さ

れ
る
介
護
保
険
制
度
の
実
現
に
向

け
て
出
足
早
く
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

5
日
夜
の
「
日
本
医
労
連
産
別
交
流

会
」
に
は
、
3
全
国
組
合
6
県
医
労
連

か
ら
57
人
が
参
加
。
広
島
県
原
水
協
の

高
橋
信
雄
先
生（
写
真
左
下
）が
、「
広

島
原
爆
が
も
た
ら
し
た
も
の
」
と
題
し

て
、
講
演
し
ま
し
た
。

講
演
は
、
は
じ
め
に
「
原
爆
と
は
そ

も
そ
も
な
に
か
」
と
し
て
、
ウ
ラ
ン
が

急
速
に
分
裂
す
る
こ
と
で
1
0
0
万
度

の
火
球
と
な
り
、
そ
の
火
球
は
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
転
換
さ
れ
、
爆
心
直
下
で
3

0
0
0
度
を
超
え
る
と
説
明
。
「
人
の

皮
膚
で
言
う
と
、
5
〜
6
㎜
が
高
温
で

焼
か
れ
た
。
結
果
、
皮
膚
の
表
面
が
垂

れ
て
お
化
け
の
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。
ま
た
、
1
0
0
万
度
の
火

球
は
初
速
10
㎞
の
大
き
な
衝
撃
波
と
な

り
、
「
広
島
の
街
が
消
え
た
」
と
い
わ

れ
た
と
紹
介
し
ま
し
た
。

次
に
、
放
射
線
障
害
と
し
て
、
被
爆

後
初
期
は
、
軽
傷
な
方
や
救
援
や
家
族

の
安
否
確
認
で
入
市
し
た
方
も
放
射
線

で
細
胞
が
破
壊
さ
れ
、
下
痢
や
皮
下
出

血
斑
の
症
状
で
死
者
が
相
次
い
だ
こ

と
、
十
数
年
た
っ
て
も
、
呼
吸
や
飲
食

な
ど
で
体
内
に
入
っ
た
放
射
性
物
質

が
、
細
胞
を
壊
し
、
白
血
病
や
癌
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
と
し
、
「
こ
ん
な
兵

器
は
核
兵
器
以
外
に
な
い
」
と
強
調
し

ま
し
た
。
ま
た
、
「
毒
ガ
ス
兵
器
は
、

使
わ
れ
た
第
一
次
大
戦
後
、
す
ぐ
に
禁

止
さ
れ
た
一
方
で
、
核
兵
器
禁
止
条
約

は
今
日
ま
で
遅
れ
た
。
そ
の
原
因
は
、

原
爆
の
非
人
道
性
を
隠
そ
う
と
し
て
き

た
ア
メ
リ
カ
の
姿
勢
に
あ
る
」と
告
発
。

「
被
爆
を
知
る
日
本
が
核
兵
器
禁
止
条

約
に
参
加
す
れ
ば
、影
響
力
は
大
き
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

8
月
12
日
に
パ

リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
熱
戦
が
終
わ

り
、
28
日
か
ら
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

始
ま
る
。
平
和
の

祭
典
と
さ
れ
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
そ
の
由
来
と
な
っ

た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
休
戦
」
。
2

0
2
3
年
11
月
21
日
、
パ
リ
2
0

2
4
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
休
戦
決
議

が
採
択
（
賛
成
1
1
8
票
・
棄
権

し
た
の
は
、
ロ
シ
ア
と
シ
リ
ア
）

さ
れ
た
。
「
ス
ポ
ー
ツ
と
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
理
想
を
通
じ
て
平
和
で

よ
り
よ
い
世
界
を
築
く
」
と
7
月

19
日
か
ら
9
月
15
日
ま
で
休
戦
の

順
守
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
▼
し
か

し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
、イ
ス
ラ
エ
ル
ガ
ザ
紛
争
等
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
も
市
民
を

巻
き
込
む
戦
闘
は
継
続
し
て
い
る

▼
休
戦
は
守
ら
れ
て
い
な
い
。
形

だ
け
の「
平
和
」、
政
治
的
利
用
、

商
業
化
し
た
と「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

に
は
問
題
が
多
々
あ
る
。
古
代
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
3
カ
月
間
戦
い
を

や
め
た
「
エ
ケ
ケ
イ
リ
ア
（
聖
な

る
休
戦
）
」
に
戻
る
べ
き
だ
。
古

代
ギ
リ
シ
ャ
人
に
と
っ
て
守
ら
な

い
こ
と
は
、
神
へ
の
冒
涜
を
意
味

す
る
も
で
、
あ
り
え
な
い
こ
と
▼

そ
し
て
15
日
は
日
本
が
戦
争
に
敗

け
た
日
。
先
の
大
戦
で
戦
場
に
か

り
出
さ
れ
た
従
軍
看
護
婦
は
3
万

人
。
そ
の
痛
苦
の
経
験
か
ら
、「
ふ

た
た
び
白
衣
を
戦
場
の
血
で
汚

（
け
が
）
さ
な
い
」
と
誓
っ
た
労

働
者
と
し
て
、
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
労
働
者
と
し
て
戦
争
・
武
力

行
使
は
絶
対
ゆ
る
さ
な
い
。
イ
ス

ラ
エ
ル
を
式
典
に
招
待
せ
ず
、「
一

人
ひ
と
り
は
微
力
で
あ
っ
て
も
無

力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
宣
言

し
た
長
崎
市
長
に
連
帯
す
。

今日の聞き手は明日の語り部に

こんな兵器、核以外にない
原爆について学んだ医労連産別交流会
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日
本
医
労
連
青
年
協
議
会
は
、
６
月

か
ら
７
月
に
行
っ
た
「
最
低
賃
金
生
活

体
験
」
の
終
了
に
伴
い
８
月
５
日
に
報

告
交
流
会
を
開
催
し
、
体
験
を
通
し
て

得
ら
れ
た
学
び
を
交
流
し
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
青
年
協

議
会
の
藤
原
章
伍
委
員
が
あ

い
さ
つ
を
述
べ
、
「
今
回
の

最
低
賃
金
生
活
体
験
を
通
じ

て
、
最
低
賃
金
へ
の
関
心
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
」

と
訴
え
ま
し
た
。

最
低
賃
金
生
活
体
験
の
報

告
は
、
青
年
協
議
会
の
土
田

典
子
事
務
局
長
が
行
い
ま
し

た
。今

年
で
3
回
目
を
迎
え
た

最
低
賃
金
生
活
体
験
の
参
加

者
数
は
、
5
全
国
組
合
21
県

医
労
連
85
人
で
し
た
。
参
加

者
同
士
の
交
流
や
、
情
報
共

有
の
た
め
に
設
定
し
た
ラ
イ

ン
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
に

は
、44
人
が
登
録
し
ま
し
た
。

参
加
登
録
者
の
う
ち
、
集
約

で
き
た
の
は
3
全
国
組
合
18

県
医
労
連
55
人
分
で
す
。
各

都
道
府
県
に
適
用
さ
れ
る
引

き
上
げ
額
の
目
安
ラ
ン
ク
別

で
見
る
と
、Ａ
ラ
ン
ク
9
人
、

Ｂ
ラ
ン
ク
36
人
、
Ｃ
ラ
ン
ク

9
人
で
し
た
。

５５
人
中
４１
人
が
予
算
超
過

体
験
結
果
は
、
55
人
中
41

人
が
、
最
低
賃
金
を
元
に
算

出
し
た
1
カ
月
に
使
え
る
予

算
額
を
超
過
し
ま
し
た
。
超

過
し
た
金
額
の
中
央
値
は
、

▲
5
6
5
0
8
円
で
し
た
。

予
算
を
超
過
し
な
か
っ
た
14

人
の
残
金
中
央
値
は
、
1
0

7
4
1
円
で
し
た
。
時
給
1

5
0
0
円
を
想
定
し
た
場

合
、
予
算
超
過
者
は
11
人
ま

で
減
少
し
、
残
金
の
中
央
値

は
5
0
8
5
8
円
に
な
る
と

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
1
食
あ

た
り
の
食
費
を
比
べ
る
と
、

予
算
超
過
者
は
5
0
4
円

で
、
超
過
し
な
か
っ
た
人
は

1
食
あ
た
り
3
2
1
円
と
い

う
結
果
で
し
た
。

最
低
賃
金
で
は

生
活
に
制
限

参
加
者
の
感
想
で
は
、「
数

千
円
の
医
療
費
で
生
活
を
圧

迫
さ
れ
る
感
覚
」
「
家
族
が

も
て
な
い
」
「
娯
楽
を
嗜
む

余
裕
な
ど
な
い
」
な
ど
が
、

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。他
に
も
、

「
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る

と
、
支
払
う
企
業
も
圧
迫
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
社
会

全
体
を
見
て
行
動
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
感
じ
た
」
と
い

う
感
想
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
体
験
で
の
生

活
実
感
を
も
と
に
、
各
地
の

青
年
が
最
低
賃
金
引
上
げ
を

求
め
、
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
で
意
見
陳
述
を
行
っ
た
こ

と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
土
田
事
務
局
長

は
、
「
全
国
一
律
最
低
賃
金

の
実
現
と
と
も
に
、
『
第
二

の
賃
金
』
と
も
い
わ
れ
る
社

会
保
障
な
ど
の
、
社
会
全
体

に
関
わ
る
賃
金
の
引
き
上
げ

を
求
め
て
い
く
こ
と
も
重
要

だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

閉
会
あ
い
さ
つ
で
梅
本
哲

男
委
員
は
、
「
賃
金
が
社
会

情
勢
に
ど
う
影
響
を
う
け
る

か
、
ま
た
次
に
ど
う
い
う
行

動
を
お
こ
せ
ば
よ
い
か
改
め

て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
」

と
述
べ
、
青
年
協
議
会
と
し

て
も
運
動
を
す
す
め
る
決
意

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
生
活
体
験
の
結

果
詳
細
は
、
月
刊
「
医
療
労

働
」
10
月
号
に
掲
載
予
定
で

す
。

〈開催要項〉
■主催／労働者教育協会
■プログラム
10月12日（土）13：00～17：00
13：00～15：10 全体会・基調報告
記念講演 安田菜津紀さん

（認定ＮＰＯ法人Dialogue for People 副代表／
フォトジャーナリスト）

15：30～17：00 分科会（感想交流）
10月13日（日）10：00～16：00
10：00～14：00 分科会※昼食休憩含む
①平和と日本の安保問題を考える

五十嵐仁／法政大学名誉教授
②めざせ労働組合のバージョンアップ

黒澤幸一／全労連事務局長
③憲法にそくして人権について考える

青龍美和子／弁護士
④ジェンダー平等の実現をめざす

杉井静子／弁護士
⑤食の安全をどう守るか

小倉正行／『食べもの通信』編集顧問兼編集世話人
⑥学習教育運動交流会

長久啓太／岡山県学習協事務局長
⑦青年企画 防災体験バスツアーとバーベキュー交流
⑧フィールドワーク 千葉市戦跡めぐり
⑨［併設］勤労者通信大学公開スクーリング

14：20～16：00 全体会・感想発言・まとめ
学習講演：宮﨑礼二さん

（明海大学准教授／千葉県学習協会長）
■参加費
5，000円（現地2日間参加）
現地1日参加 2，500円
オンライン視聴 2，000円（両日とも全体会のみ）
※宿泊は参加者各自で手配お願いします

■連絡先
労働者教育協会
東京都文京区湯島2－4－4 平和と労働センター5F
ＨＰ http : //www.gakusyu.gr.jp/
ＴＥＬ 03－5842－5642 ＦＡＸ 03－5842－5645
メール tomo@gakusyu.gr.jp

「
最
賃
で
は
家
族
が
も
て
な
い
」

「
最
賃
で
は
家
族
が
も
て
な
い
」

最
低
賃
金
生
活
体
験
報
告
交
流
会

（
日
程
）10
月
12
日
㈯
〜
13
日
㈰

（
会
場
）千
葉
県
教
育
会
館

千
葉

全国学習交流集会IN



（4）第1833号（毎月第2・4木曜日発行）医 療 労 働 者（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可2024年8月22日

●
国
民
平
和
大
行
進
が
7
月
16
日

に
岡
山
県
入
り
に
な
り
ま
す
。
一

歩
で
も
多
く
歩
い
て
広
島
県
に
引

き
継
げ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
岡
山
・
三
宅
敏
広
）

●
先
日
、と
あ
る
調
理
師
か
ら「
栄

養
士
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
業
務

量
な
の
に
、
給
与
は
調
理
師
の
方

が
圧
倒
的
に
低
い
。
人
手
が
少
な

く
休
み
も
取
り
に
く
い
」
と
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。
患
者
が
安
心
安

全
な
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、

誠
心
誠
意
働
く
調
理
師
さ
ん
の
職

場
が
働
き
や
す
い
も
の
と
な
る
よ

う
、
声
を
集
め
た
い
で
す
。

（
岩
手
・
境
美
沙
）

●
3
年
前
に
植
え
た
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
の
木
に
、
今
年
初
め
て

1
つ
だ
け
花
芽
を
付
け
ま
し
た
。

毎
日
わ
が
子
の
様
に
見
守
っ
て
い

ま
す
。

（
北
海
道
・
埒
紘
太
郎
）

看
護
要
求
実
現
全
国
交
流
集
会

が
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

記
念
講
演
は
、
愛
媛
県
・
美
須

賀
病
院
看
護
部
の
重
見
美
代
子
総

師
長
を
お
招
き
し
て
「
て
・
あ
ー

て
実
践
か
ら
看
護
を
考
え
る
」（
仮

題
）
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

申
込
締
切

2
0
2
4
年
9
月
2
日
（
月
）

※
詳
細
は
「
発
2
2
1
号
」
（
23

年
度
）
を
ご
参
照
下
さ
い
。

【パズル解答】1829号の答えは「シヨウゾウガ」
でした。正解者の中から抽選でクオカードを贈呈
します。
【応募方法】①組合（病院）名、②職種、③氏名、
④郵便番号、⑤住所を記入し、解答を9／19（木）
までにご応募ください。「読者のページ」もご寄
稿下さい。
【応募先】
〒110―0013台東区入谷1―9―5
「日本医労連教育宣伝局」
ＦＡＸ：03―3875―6270
E-mail：n-ask@irouren.or.jp

被
災
し
た
ら
ま
ず
報
告

自
然
災
害
が
増
え
、
医

労
連
共
済
に
も
問
い
合
わ

せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

医
労
連
共
済
の
風
水
害

の
保
障
は
、
保
障
対
象
や

保
障
額
に
制
限
・
上
限
が

あ
り
ま
す
が
、
一
定
の
見

舞
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

被
災
し
た
場
合
、
ま
ず
は

「
住
宅
災
害
状
況
報
告
書
」

で
被
災
発
生
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
加
入
者
の
お
宅

を
修
理
業
者
が
訪
問
し
て

「
保
険
に
入
っ
て
い
れ
ば

大
丈
夫
」
と
被
災
と
は
関

係
の
な
い
修
理
を
行
い
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。
多
額

の
手
数
料
を
請
求
し
て
く

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で

す
。
甘
い
勧
誘
に
は
気
を

付
け
て
下
さ
い
。

保
険
つ
か
え
る
に
ご
用
心

も
と
も
と
経
年
劣
化
で

壊
れ
て
い
る
場
合
は
、
対

象
外
と
な
り
ま
す
。
ト
ラ

ブ
ル
で
一
番
多
い
の
は
、

修
理
業
者
が
「
災
害
と
し

て
修
理
で
き
る
」
と
勧
誘

し
て
見
積
も
り
・
修
理
を

す
る
ケ
ー
ス
で
す
。「
屋
根

を
点
検
し
ま
す
」
と
屋
根

に
の
ぼ
り
、
屋
根
を
壊
す

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
手
口
は
詐
欺
に
該

当
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
被
災
し
た
場
合
は
、

安
全
に
留
意
し
て
、
ま
ず

は
報
告
と
被
災
状
況
の
記

録
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
組
合
が
組
織

強
化
拡
大
「
新
３
カ
年

計
画
」
を
実
践
し
よ
う

日
本
医
労
連
は
さ
き
の
大

会
で
「
第
11
次
組
織
強
化
拡

大
3
カ
年
計
画
（
以
後
、
新

3
カ
年
計
画
と
表
記
）
」
を

決
定
し
、
新
た
な
組
織
拡
大

運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
組
織
目
標
を
早
期
に
17

万
人
の
回
復
、
20
万
人
の
産

業
別
労
働
組
合
の
建
設
と

し
、
医
療
・
介
護
の
労
働
者

の
要
求
実
現
を
め
ざ
す
計
画

で
す
。
新
3
カ
年
計
画
は
組

織
拡
大
運
動
の
実
践
の
集
大

成
で
あ
り
、
エ
ッ
セ
ン
ス
と

な
る
経
験
や
教
訓
に
あ
ふ
れ

た
行
動
ば
か
り
で
す
。

組
織
現
勢
が
後
退
し
て
い

る
要
因
は
、
2
0
1
9
年
度

か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
活

動
の
停
滞
に
あ
る
と
分
析
し

た
上
で
、
新
3
カ
年
計
画
で

は
「
拡
大
目
標
の
10
倍
の
対

象
者
を
あ
げ
て
、
組
織
拡
大

の
運
動
量
を
増
や
す
」
こ
と

に
主
眼
を
置
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
医
労
連

の
組
織
拡
大
の
到
達
点
は
、

年
間
で
概
ね
1
万
人
超
で

す
。
新
た
に
提
起
さ
れ
た

「
10
万
人
対
話
運
動
」
は
、

職
場
や
地
域
で
は
た
ら
く
医

療
・
介
護
労
働
者
に
要
求
で

対
話
し
、
労
働
組
合
に
加
入

し
て
、
一
緒
に
要
求
実
現
の

行
動
に
足
を
踏
み
出
そ
う
と

呼
び
か
け
る
伴
奏
型
の
運
動

で
す
。

地
域
や
産
業
に
新
た
な

労
働
組
合
を
作
る
運
動

は
１０
年
で
２
倍
化

日
本
医
労
連
の
組
織
拡
大

運
動
の
到
達
点
は
、
次
の
通

り
で
す
。

地
域
や
産
業
に
労
働
組
合

を
作
る
取
り
組
み
で
は
、
新

組
合
の
結
成
や
退
職
脱
退
を

個
人
加
盟
組
合
に
転
籍
す
る

運
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
医
労
連
共
済
の
継
続
加

入
希
望
者
を
中
心
に
、
個
人

組
合
が
47
都
道
府
県
医
労
連

に
結
成
さ
れ
、
10
年
間
で
8

5
0
0
人
に
達
し
ま
し
た
。

個
人
組
合
員
が
地
域
で
集

ま
り
活
動
す
る
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
地
域
ケ
ア
ユ
ニ
オ
ン

が
6
地
方
（
秋
田
、
埼
玉
、

富
山
、
愛
知
、
佐
賀
、
熊
本
）

で
結
成
さ
れ
、
新
組
合
結
成

に
大
き
な
期
待
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

職
場
で
は
「
毎
月
連
続

拡
大
」
に
挑
戦
し
よ
う

職
場
で
の
取
り
組
み
は
、

新
人
加
入
1
0
0
％
と
毎
月

連
続
拡
大
運
動
で
す
。

新
人
加
入
の
取
り
組
み

は
、
日
本
医
労
連
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
、
普
及
に
よ
り

ノ
ウ
ハ
ウ
や
実
践
に
活
用
で

き
る
事
例
集
、
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド

な
ど
が
満
載
、
産
別
全
体
で

は
全
国
で
対
象
者
2
万
人
の

う
ち
加
入
率
は
平
均
4
割
で

8
0
0
0
人
の
加
入
実
績
を

あ
げ
、
成
功
を
収
め
て
き
ま

し
た
。
一
方
、
産
別
全
体
の

弱
点
で
あ
り
、
課
題
と
な
っ

て
い
る
の
が
日
常
的
な
拡
大

運
動
で
す
。「
毎
月
連
続
拡

大
」
の
運
動
は
十
分
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
非
正
規

雇
用
労
働
者
は
10
年
間
の
組

織
拡
大
運
動
の
結
果
1
・
5

倍
化
し
、
日
本
医
労
連
で
1

万
5
0
0
0
人
の
組
合
員
数

に
達
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
対

象
者
の
1
割
で
す
。
非
正
規

雇
用
労
働
者
は
、
労
働
者
の

4
割
に
増
加
し
て
お
り
、
新

人
加
入
の
取
り
組
み
だ
け
で

は
、
過
半
数
組
合
の
建
設
は

で
き
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
組

合
が「
毎
月
連
続
拡
大
運
動
」

へ
挑
戦
す
る
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

年
間
拡
大
目
標
の
１０
倍

の
対
象
者
を
あ
げ
て
、

要
求
で
対
話
し
よ
う

「
10
万
人
対
話
運
動
」は
、

拡
大
目
標
の
10
倍
の
対
象
の

氏
名
を
あ
げ
、
対
象
者
の
要

求
を
役
員
会
が
集
団
討
議

し
、
要
求
に
マ
ッ
チ
し
た
拡

大
行
動
を
検
討
し
、
実
践
に

移
す
取
り
組
み
で
す
。

対
話
す
る
要
求
は
、
賃
上

げ
や
労
働
条
件
改
善
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
な
ど
の
要
求

実
現
は
も
ち
ろ
ん
、
医
労
連

共
済
の
魅
力
や
青
年
部
の
仲

間
づ
く
り
、
女
性
部
の
子
育

て
の
悩
み
相
談
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
が
、
役
員
み
ん

な
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
出
来

る
取
り
組
み
で
す
。

対
話
行
動
を
行
う
際
は
、

役
員
と
組
合
員
と
が
ペ
ア
で

対
話
や
退
勤
時
間
行
動
で
の

対
話
、
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
又

は
署
名
に
加
入
用
紙
を
添
付

し
て
対
話
、
加
入
の
手
紙
を

渡
し
て
対
話
な
ど
役
員
だ
れ

も
が
参
加
で
き
る
ス
タ
イ
ル

の
行
動
に
な
る
よ
う
工
夫
し

ま
し
ょ
う
。

原

英
彦

要求で対話し組織拡大、「１０万人対話運動」のよびかけ

看
護
要
求
実
現
全
国
交
流
集
会
開
催

被災時の業者トラブルにご注意ください

２
０
２
４
年
度
秋


